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第４学年１組 理科指導案

日立市立東小沢小学校

１ 単元名 もののあたたまり方

２ 目 標

(１) 金属や水及び空気の温まり方について、興味・関心を持ち、進んで調べようとする。

（関心・意欲・態度）

(２) 水や空気の温まり方を金属の温まり方と比較して考え、推論することができる。また、

水や空気の温まり方は金属と異なることを移動することと関係づけて考えることができ

る。 （科学的な思考）

(３) 金属や水及び空気の温まり方の特徴を調べ、調べる順序や実験の方法を工夫して、結果

を自分なりにまとめることができる。 （観察・実験の技能・表現）

(４) 金属は熱せられた部分から順に温まるが、水や空気は熱せられた部分が移動して全体が

温まることを理解することができる。 （自然事象についての知識・理解）

３ 単元設定に当たって（男子４名、女子３名、計７名）

本単元は、金属や水、空気を温めたり、冷やしたりして、それらの変化の様子を温度と関

係づけながら調べ、見い出した問題を興味・関心をもって追究したり、ものづくりをする活

動を通して、金属や水及び空気の性質についての見方や考え方をもつようにしていく学習で

ある。

本学級の児童は、理科の実験や観察に対する関心・意欲が高く、発表にも積極さがみられ

ている。本単元の学習にも、今のでの生活経験をもとに推察していく児童が多いと思われる。

ただ、実験や観察に対する関心・意欲が知識の定着に結びついていない部分もある。

そのため、本単元の展開に当たっては、児童が予想をきちんと立てたうえでの実験や操作、

観察を重視していく。また、主体的に問題解決する態度を育て、意欲的に学習に取り組める

ようにしていく。そして、本時では、今までの生活経験を生かして児童が進んで考えて観察

・実験の結果から考察できる問題解決の過程を大切にし、学習の定着を図る。

４ 指導と評価の計画（７時間取り扱い）

第１次 金ぞくをあたためてみよう……………………………………………………３時間

時 学習活動・内容
評 価 計 画

指導上の配慮事項
関 思 表 知 評価規準（評価法）

１ ・鍋やお玉が温まる様子につ ◎ ○ ・物の温まり方に興味・関心 ・今までの生活経験

・ いて話し合い、金属の温ま をもち、意欲的に調べよう から考えさせるよ

２ り方について調べる。 とする。 （行動観察） うにする。

・金属のあたたまる様子につ ・金属の熱の伝わり方の特徴 ・熱の伝わり方をよ

いて考えることができる。 を考えることができる。 く観察させるよう

(話し合い・発表・ワークシート) にする。

３ ・いろいろな形の金属の温ま ○ ◎ ・いろいろな形の金属でも、 ・熱せられた金属の

） り方を調べる。 熱せられたところから遠い 扱い方やアルコー

本 方へ順に温まっていくこと ルランプの使い方

時 を理解することができる。 等、安全面に十分

（ （行動観察・発表・ワークシート） に配慮するように

する。

第２次 水と空気をあたためてみよう………………………………………………………４時間

５ 本時の展開

（１）目 標

いろいろな形状の金属板(アルミニウム板)を熱して、ろうの溶け方を観察を通して、熱

せられたところから遠くへと熱が伝わることを理解することができる。

(行動観察・発表・ワークシート)
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（２）準備・資料

・金属板(アルミニウム) ・はさみ ・ろう ・アルコールランプ ・マッチ

・ワークシート ・観察記録カード ・ぬれ雑巾 ・燃えがら入れ

（３）展 開

学 習 活 動 ・ 内 容 指導の手立てと評価（◎は個に応じた手立て）

１ 前時の復習をする。 ・前時までの学習を想起させ、本時の授業への

意欲を持たせるようにする。

２ 本時の学習課題をつかむ。 ・｢金属｣は｢アルミニウム板｣を使用することを

いろいろな形の金ぞくのあたたまり方を 確認する。

調べよう！

３ 調べ方を話し合い、予想する。 ・｢アルミニウム板｣をどのような形に切るかを

〈調べ方〉 自由に考えさせる。

①アルミニウム板を自由な形に切ってみる。 ・｢ろう｣の他に使えそうな物も考えるように指

②切った板に｢ろう｣をぬる。 示する。

③アルコールランプで熱してみる。 ・予想については｢ワークシート｣に書くように

〈予想〉 指示する。また、どうしてそのようになるの

｢ろう｣の溶け方を予想し、溶け具合を → で かの理由も考え、できるだけ書けるように励

書く。 ます。

｢ろう｣をぬる
・アルミニウム板を切るとき、また熱せられた

４ 実験するときの諸注意事項を確認する。 アルミニウム板の取り扱いについて、十分気

・アルミニウム板の取り扱い を付けるよう指導する。

・アルコールランプの取り扱い ・アルコールランプの危険性にもふれながら、

火の取り扱いなど慎重にして調べるよう指導

５ 実際に調べる。(実験) する。

①アルミニウム板を自由な形に切る。 ◎実験の際、ふざけた言動が大きな事故につな

②その切った板に｢ろう｣をぬる。 がるので、十分に注意するよう助言する。

③アルコールランプで熱する。 ・溶けた｢ろう｣がどのような状態になるのかを

よく観察させるようにする。

６ 実験の結果やその結果からわかったことを話 ・観察結果だけでなく、理由も考えることで、

し合う。 学習内容の定着を図れるよう助言する。

・｢ろう｣が次第に広がっていく。 ・実験の結果から、何がわかったことを個人で

・｢ろう｣が熱せられた金属の部分から広がっ 考え、グループで話し合うようにする。

ていく。

７ 本時のまとめをする。 ○評 実験・観察の結果から、金属の熱の伝わり方

熱せられた金属の伝わり方は、熱せられたと
は、熱せられたところから遠くへと熱が伝わ

ころから遠くへと熱が伝わる。
ることが理解できる。

（観察・ワークシート・発表）

〈Ａ規準と判断される児童への手立て〉〉〉〉

８ 次時の内容を知る。 観察記録から、わかったことを自分の言葉

でノートに書いて友だちに説明させるように

水と空気をあたためると、どうなるのだろう する。

か。 〈Ｂ規準と判断されない児童への手立て〉

観察記録から何がわかったことなのかを確

認しながら個別に助言する。

・次時の授業を伝え、児童への意欲を高めるよ

うにする。


